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イン ド の ジャ ムー アン ドー カシ ミー ル (Jammu and Kashmir) 州 で 1983 年 7 月 下旬 に 採集 くさ れ た 蝶 の 
雄 の 生 将 細 胞 染 色 体 を 調べ る こと が で きた の で , 得 ら れ た 知見 を 要約 記述 する . 

成虫 の 採集 と それ ら の 精巣 の 固定 は 阿部 が 行ない , 同定 , 学名 及び 採集 地名 に つい て は 猪 又 敏男 氏 の 教 
示 を えた . 染色 体 の 観察 に は パラ フィ ン 切 片 標 本 (PF.A-3 液 固定 , 8z, Heidenhain の 鉄 へ マト キシ リン 
染色 ) を 用 いた , また , 従来 報告 され て いる 関連 する 知見 を 考察 と し て 付記 した. 





観 R fi 果 


シロ チョ ウ 科 
1. Colias fieldii fieldii MENETRIES 
観察 個体 : 33(2 8, Zoji-La, Jul. 27.1983; 1 3, Zoji-La - Sonamarg, Jul. 29. 1983) . 
第 二分 裂 の 中 期 染色 体 は 観察 され な か っ た . 第 一 分 裂 の 中 期 染色 体 は 観察 され た 30 個 の 細胞 で すべ て 
n, 31 で あっ た (Fig.l). 
2, Pontia callidice karola MOORE 
観察 個体 : 18 (Zoji-La, Jul. 27. 1983). 
n, 24, 25, 26 0o% — E AMan hEn oTo RR Shik (Figs. 2,3), さら に 多く の 材料 に よる 検討 
が 必要 で ある . 
3. Artogeia canidia indica (EVANS) 
観察 個体 1 み (Sonamarg, Jul. 26. 1983) . 
第 二分 裂 中 期 の 染色 体 は 観察 され な か っ た . 第 一 分 裂 の 中 期 染色 体 は 観察 され た 29 細胞 で すべ て n, 25 
で あっ た (Fig.4) . 
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Figs. 1-6. Primary spermatocyte chromosomes of butterflies from Jammu and Kashmir, India. 
1. Colias fieldii fieldii (n, 31); 2. Pontia callidice karola (n, 24); 3. Ditto (n, 26); 4. Artogeia 
canidia indica (n, 25); 5. Pieris brassicae nepalensis (n, 15); 6. Boloria pales korla (n, 31). 
Scale bar: 5zm. 


4, Pieris brassicae nepalensis DOUBLEDAY 
観察 個体 : 4 の ず (1 の, Zoji-La, Jul. 27. 1983; 2 ず , Kargil, Jul. 28. 1983; 1, Zoji-La - 
Sonamarg, Jul. 29. 1983) . 
66 個 の 第 一 分 裂 中 期 細胞 , 32 個 の 第 二分 裂 中 期 細胞 で 観察 し た と ころ , 染色 体 数 は 一 定 し て いて n, 15 
で あっ て (Fig.5) , 15 個 の 染色 体 は 大 8, 中 4, 小 3 程度 に 区 別 さ れる よう で ある . 
タテ ハチ ョ ウ 科 
5. Boloria pales korla (FRUHSTORFER) 
観察 個体 : 3 ず (2 ず , Zoji-La, Jul. 27. 1983; 1 ず , Zoji-La- Sonamarg, Jul. 29. 1983). 
第 一 分 像 の 染色 体 だ け を 観察 で きた . 観察 し た 30 細胞 は すべ て n, 31 で あっ て , 目立っ て 大 きい 染色 体 
が ー つ 必ず 識別 され る (Fig. 6). 


考 察 
今回 私 か め ら れ た シロ チョ ウ 科 の 染色 体 数 を , これ まで 報告 され て いる イン ド 周 辺 の 材料 に よる 調査 の 


知見 と 比較 し て みる . 

1. の Colias fieldit fieldii は ネパール の 雄 (学名 は C. electo fieldii が 用 いら れ て いる ) 及び 中 華人 民 共 
和 国 の C. fieldit 雄 と 染色 体 数 に 差 は な い (MAEKI and AE, 1966 : SAITOH and ABE, 1981). 2. の Pontia 
callidice karola Cit, 今回 の 材料 に 染色 体 数 の 変異 が か み ら れ た の で , 今後 多く の 材料 に よる 再 検討 が 必要 
CHS, この 属 の ネパール の P. daplidice moorei Clin, 26(@) が 報告 され て いる (MAEKI and AE, 
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1966). 3, の Artogeia canidia indica の 染色 体 数 は ネパール の 同 亜 種 及び 台湾 の A. c. canidia と 同じ 
で ある (MAEKI and AE, 1966; MAEKI et al., 1965). 一 方 , 中 華人 民 共 和 国 の A. canidia 雄 に は n, 26 
(1), 25(1, I) の 変異 の 報告 が ある (SAITOH and ABE, 1981). 4. の Pieris brassicae nepalensis は ネ 
パー ル の 同 亜 種 と 染色 体 数 は 変わ な い が 染 色 体 の 大 き さ の 関係 は 異な る . すなわち , ネパール 産 雄 で は n, 
15 の 染色 体 は 大 12, 小 3 に 区 別 さ れ (MAEKI and AE, 1966), 一 方 今回 の 材料 で は 大 8, 中 4, 小 3 程度 
に 区 別 さ れ て いる . また , イン ド の アア ZZsszc2e ( 亜 種 名 は 特定 され て いな い ) で は 2 ヵ , 30 (大 8 対 , 中 4 対 , 
小 3 対 ) : n, 15 ( ず ) の 染色 体 が 観察 され て お り (RISHI and RISHI, 1977, 1978), 染色 体 の 大 き さ の 関係 は 
今回 の 材料 と 同様 で ある と 判断 され る , 

次 に 5. の Boloria pales korla の 染色 体 数 (n, 31) は , これ まで 報告 され て いる 欧州 の 戸 pales の 染色 
体 数 (wm, 30; LESSE, 1953, 1960, 1961) と 明らか に 異な っ て いる . 従っ て 核 型 の 比較 分 析 が 必要 で ある が , 
残念 な が ら LESSE (1953, 1960, 1961) は 染色 体 数 を 報告 する に 留 っ て いる . また , 使用 材料 の 亜 種 名 は 特定 
され て いな い が , これ ら の 産地 と HIGGINS and HARGREAVES (1983) の 示す 分 布 城 か ら 推 定 す る と , これ 
ら は p. palustris と か pyrenesmiscens と 判断 され る の で , 今後 の 再 調査 を 期待 し た い . 


要 T 


イン ド の ジャ ムー アン ドー カシ ミー ル (Jammu and Kashmir) 州 の 蝶 の 精 母 細胞 の 染色 体 を 調べ , 染色 
体 数 が 次 の よう に 確か め ら れ た : 
シロ チョ ウ 科 
Colias fieldii fieldit; n, 31 ( 1 ) , Fig. 1. 
Pontia callidice karola; n, 24, 25, 26 ( I ) , Figs. 2 and 3. 
Artogeia canidia indica; n, 25(1), Fig. 4. 
Pieris brassicae nepalensis ; n, 15 (I, Il), Fig. 5. 
タテ ハチ ョ ウツ ウ 科 
Boloria pales korla; n, 31(1), Fig. 6. 
Pontia callidice karola に み ら れ た 染色 体 数 の 変異 に つい て は , さら に 多く の 材料 を 用 いて 精査 する 必要 
が ある . 
Boloria pales korla に は , 目立っ て 大 きい 染色 体 が 一 つ 識別 され る . 
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Summary 


Spermatocyte chromosomes of butterflies caught in late July, 1983, in Jammu and Kashmir, India, 
were examined with particular concern as to their number and morphology. The haploid 
chromosome numbers established are listed below. 

Pieridae 

Colias fieldii fieldii, n, 31 (I): Fig. 1. 

Pontia callidice karola, n, 24, 25, 26 ( I): Figs. 2 and 3. 
Artogeia canidia indica, n, 25 (1): Fig. 4. 

Pieris brassicae nepalensis, n, 15 (I, II): Fig. 5. 

Nymphalidae 

Boloria pales korla, n, 31 (1): Fig. 6. 

Although the European taxa of Boloria pales studied are uniformly characterized by an 7, 
30-karyotype (の) (LESSE, 1953, 1960, 1961), the haploid complement of Boloria pales korla 
comprizes, as mentioned above, thirty-one elements of dot-appearance and a single element of the 
remarkable size is certainly distinguishable at MI (Fig. 6). 
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